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畢 威 息 6 年 度 東 学 改 革 推 進 経 費 詞 書

※ 本調書は､平成 16年度大学改革推進経費の交付 (内定)を行 うにあたり参考とするために提出していただくもの

であり､他の提出資料における記載事項との整合性にも留意して記入してください｡

1.機 関 名

2.プログラム名称

京都大学

特色ある大学教育支援プログラム

3.事業名称 相互研修型FDの組織化による教育改善

4.事業の選定年度 平成 16年度

5｡事業推進担当者
(推進責任者の所属部局 や職名)
高等教育研究開発推進センター 高等教育教授システム研究開発部門 ◎教授､部門長
(推進責任者名)
田中毎実 他 6 名

6.事務担当者
(事務担当者の所属部局 昏職名)学生部教務課 ◎教務課長
(事務担当者名) 金 子 馨

7｡補助事業の目的

(全体)我が国ではFDはすでに啓蒙段階を終え､各大学独自の取 り組みが求められる第二期 となった｡京都大学

ではこれまで､｢自由の学風｣のもとさまざまな相互研修型 FD諸活動が展開され､これ らを支援するシステムも本セ

ンターを中核 として構築されてきた｡このような全学的FD体制をより一層実質化すること､すなわち相互研修型 FD

諸活動を促進 し､同時にこれらを不断に評価 し改善していく支援システムをより内容のあるものにすることが､本事

業の目的である｡ さしあたってまず､本学の最大学部であり､相互研修型FDの活動実績があり､遠隔教育の必要性

を抱えている工学部との連携に重点を置く｡具体的には､工学部の遠隔教育､公開授業や授業検討会の実施､授業評

価にもとづくカリキュラム改革などの支援を通 して､本学部の自主的自律的FD活動を多様な側面から実質化し､そ

れを評価 していく｡こうした活動を通 じて､相互研修型 FD 活動-の支援システムの実質化をもめざす｡本事業は､

徐々に工学部の枠を超えて全学部-と拡張される (別掲 ｢補充資料｣参照)｡この事業は､FD 第二期の我が国の高等

教育に対して､具体的実践モデルを提示するものとなる｡

(本年度)工学部の自生的教育改革諸活動-促進的 に 参 与 し､この具体的連携を通 して FD 支援システムを成熟さ

せる｡まず､すでに開始されている遠隔授業を教授 法 ◎ 評 価 血TA研修などの諸局面で支援 し､次いで､自主的自律的

FD活動組織化の核である公開授業と授業検討会の実施を支援 し､最後に､カリキュラム改革に結びつくような授業

評価ありかたについての大規模な試行的調査を支援する｡これらいずれにおいても､支援するセンターの側も､それ

らの活動を通 して連携のためのノウハウの蓄積､遠隔教育における教授法開発や教員研修に関する研究開発､様々な

授業形態や教育メディアにおけるFDのあり方の研究をおこない､相互研修型 FEB支援体制を成熟させる｡

(本年度の補助事業実施計画)

(i)工学部 との連携による公開授業と授業検討会の実施を通した実践研究 :工学部において既に相当な水準で十分に機

能している学科単位の FD 関連組織と協力して､公開授業と授業検討会を定期的に行 う｡その際､こうした活動を多

くの教員の自主的参加に広げていくための具体的な方略が検討されるとともに､公開授業や授業検討会で得 られた知

見をカリキュラム改革をはじめとして､教育共同体の組織的改善に活かすための方策等が検討 される｡

(2)授業評価に関する諸々の体制の確立 :必要に応 じて日常的に授業評価がおこなえるよう､-- ド面｡ソフ ト面での

整備を進める｡具体的には､｢カリキュラム改革に結びつく授業評価調査｣実施のための研究､大規模な試行的調査を

実施す る ｡ そのために必要な機器の購入 と活用､様々な授業形態に耐えうる評価フォーマットや評価法の開発､授業

評価結果を教授法やカリキュラムの改革に直結させていくためのシステムの構築などを､重点的に試みる｡

(3)遠隔教育を対象とした FD 実践とその研究 :すでに開始されている､桂キャンパスー吉田キャンパスを結ぶ遠隔講

義において､授業参観や授業評価を通 して､教育効果の高い配信映像やコンテンツの開発研究､遠隔教育が有効に機

能するためのTA研修のあり方､諸々の教育環境の整備などをおこなう｡

(4)事業充実のための人材の活用 : 本事業に専務する事務補佐員や TA を雇用するほか､ポス ト◎ドクターを公募採

用し､教育改善のための研究の充実もはかる｡

(5)事業に関する研究協議 と学外公開 :事業運営について学外研究者 と共同作業 (運営会議)を遂行するとともに､こ

の事業の眼目の一つである外部公開のために､3月にこの事業を巡って全国規模の教育改善集会を実施する｡

以上の本年度事業を通 じて､公開授業によるFD､授 業 評 価 とカリキュラム改善､遠隔授業における授 業 改 善 とT

研修､関連ノウハウのインターネットおよび教育改善集会 に よ る公 開 などが､達成されるものと見込める｡
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且OB取組と補助事業の関係

選定された取組の概要

京都大学は､｢由由の学風｣の理念を全学共通教育の教育体制において実現するために平成 且5年趨則 こ高等教

育研究開発推進機構を設置しb同時に高等教育研究開発推進センタ-を発足させた｡センタ-の3部門のうちb

高等教育教授システム研究開発部門は､平成6年6月に設立された高等教育教授システム開発センタ-を母体と

して:I,㍉三二･｡二.:∴::-':It_･jT､｢十.:,.!･;学,:_∴｣,//,:I;:'L･･-I-i,---A-:.:::I.I;一i,i,{童/:I･_,.I:;∴二工 二㌧∴∴∴二=/,三__二1.ll_∴･-i":-_1.:(∴あ''';",･･-iとし/(- ,',:I.Ff‥;ITi
授業と授業検討会を中心とした大学教員の相互研修を実践し､この実践をもとに教授法もカリキュラム､教育評

価に関する研究を蓄積し公開してきた｡さらには､学内外の優れた教育実践の収集◎分析とwe酎転､電子ネット

ワ-夕を使った授業に関する情報交換､公開研究会牽フォ-ラムなどの実施などを通して､教員の由発的参加に

もとづく由樺的教育改善共同体の組織化の要として機能してきた｡こうしてセンター-はも｢由生的野馳諸活動｣

と ｢センターによるFEB関連情報の総括 ⑳公開鴇コンサルテ-ション｣との間の相互促進的循環を中核する ｢相

互研修型肝ED支援システム｣を構築してきた (別添図且参照)｡この支援システムの構築によって､センターは､

本学ばかりか全国大学において､画室的⑳由律的な野馳の発展に大きく寄暮してきたのである｡

なかでももセンタ-と本学における工学部との連携の積み墓ねは長く､かつ豊かな成果を生み出してきて魁､る｡

一例を挙げればも工学部の｢ディベ- 卜形式による工学部欝EBシンポジウム｣は､平成 且後年度工学教育寅の最高

賞である文部科学太匪寮を受賞した｡また､工学部との連携による公開授業実施の実績､授業評価や画己◎点検

評価における共同体制もかなり整備した形で構築してきた｡本事業では､工学部とのこのような連携を深めるこ

とによって､上述の相互研修型野馳支援システムの成熟化を試みる｡

選定された取組における補助事業の位置づけ淘関連等

本補助事業は､工学部との連携をさらに深め実質化し､それを核として､本学ならびに全国の大学にとってひ

とつのモデルとなりうるような､教員と学生が相互に参加する｢学問教育共同体｣の構築をめざす｡これまでは､

野EBは教育改善をめざすために組織されるものであり､その活動担体が不断に評価され生成発展していくような

システムは構築されてこなかった｡本事業では､閑Bのあり方毎体が教員集団により毎童的に組織化され改善さ

れていくような､支援体制の整備をめざす｡具体的には㌔遠隔教育や対面教育､講義や実験実習､伝達型学習と

能動的学習など､さまざまな授業形態､メディアb教授法を実践的研究の対象としつつ､それらにおける授業評

価の方法､授業評価結果を教育改善に結びつけるハ-ド面◎ソフト面での整備､教育改善の実質性の評価､それ

を通じた教育改善法の改善などをb研究開発していく｡これらの実践的研究や組織整備を､センタ-と工学部と

の連携で達成するのである｡

具体的には､前項で述べた京大における相互研修型欝33支援システムの相関図 (別添図且)に工学部で現に進

行しつつある教育改革 (カリキュラム改革と連動する授業評価､公開授業と授業研究会㌔遠隔授業)を措き呆れ

てみればあきらかなように (別添図2参照)､センターと工学部との連携によって相互研修型 野EB支援システム

そのものの成熟化を試みるのである｡

欝EB第二期の今田では､各大学がも独厩の取り組みによって個別性のある欝EBを構築していくための､方法論

牽実践例が求められて魁､る｡本事業は､本学で蓄積してきた取り組みを工学部との連携を通して継承しつつ発展

させて転､くことによって､全国的な野33のための支援システムのモデルを提供する｡
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(補充資料) 平成16年度補助事業と平成17年度以降の補助事業計画の関連

1)平成 16年度には､おもに工学部と連携して､公開授業 ◎授業検討会､遠隔授業な

どの授業改善プロジェクト､カリキュラム改革に結びつく授業評価調査プロジ耳クトの試

行的調査を実施する｡

2)平成 17年度以降､工学部の公開授業 ◎授業検討会､遠隔授業等の授業改善は引き

続き遂行するが､とくに平成17年度では､｢カリキュラム改革に結びつく享受業評価調査｣

を試行的実施を超えて本格実施する｡

3)相互研修型FD支援システムの構築は､さしあたって工学部との連携を中核としてす

すめるが､公開授業 ◎授業検討会は徐々に他学部にも拡大し､遠隔教育におけるFD開発も

学内の他の試行 (学術情報メディアセンターのTIDE)など-も拡大して実施する｡

4)平成 18年以降は､工学部との連携に加えて､全学共通教育やロースク-ルとも連

携し､相互研修型 FDの実施とそれを支援するシステムの構築などに努める｡その場合のプ

ロジェクトも､引き続き､公開授業 ◎授業検討会､遠隔教育におけるFD開発､カリキュラ

ム改革に結びつく授業評価調査などである｡
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様式 10- 1 (第 11条第 1項関係) 〔別添 17- 1〕

年 月 日

文 部 科 学 大 臣 殿平成 16年度大学 所 属 大 学 等 の 〒 606-8501

本 部 の 所 在 地 京都市左京区吉 田本町 36番地 1

所 属 大 学 等 名 京都大学

職 名 学 長

フ リ ガ ナ オ イ ケ カズ オ

氏 名 尾 池 和 夫

変革推進等補助金 (大学改革推進経費)実 績 報 告 書

(補助事業実績報告書)

プログラム名称 事業名称

棉 互 研 修 型 F D の 組 織 化 に よ る 教 育 改 善

特色ある大学教育支援プログラム

事業の期間 平成 16 年度～平成 19 年度

事 業 推 進 担 当者 計 7 名

フ リ ガ ナ氏 名 (年齢) 所 属 部 局 ◎ 職 名 役 割 分担 (本 年 度 の 補 助 事業 実施計 画 にお け る分担 事 項 ) 等

(推進責任者) 高等教育研 究開発推進 セ ンター 事業の全体的統括､遠隔教育分野担当

タナカ ツ ネ ミ 高等教育教授 システム開発研 究

田中毎実 (56) 部門 ◎教 授 ､ 部 門 長高等教育研 究開発推進 セ ンター .教授高等教育研 究開発推進セ ンター .助教授高等教育研 究開発推進セ ンター ○助教授高等教育研 究開発推進セ ンター .助手高等教育研 究開発推進 セ ンター .教授工学研 究科 (工学部) .教授/研 究科長所 属 部 局 ◎ 職 名 連 絡通教育推進部経理掛 魯 掛長

マ ツ シ タ カ ヨ松 下佳代 (43)オオヤ ーアヤ ス ヒ ロ大 山泰宏 (38)ミゾカ ミシ ンイ チ溝 上侯- (34)シン トウタ カ ア キ神藤貴昭 (32)ハ ヤ シテ ツ スケ林哲介 (6且)ア ラキ ミツ ヒコ荒 木 光 彦 (60)フ リ ガ ナ会 計 事 務 担 当 者オ クヤ マ サ トシ奥 山 ,諭 共 公 開 授 業 分 野 担 当授 業 評 価 分 野 担 当事 業 に関す る研 究分野 ､成果公表担 当遠 隔 教 育 分 野 担 当全 学 と の 組 織 的 連 携 担 当工 学 部 と の 組 織 的 連 携 担 当先 (電話番号､FAX番号､ e - m a ilア ドレス等)
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様式 10- 2 (第 11条第 1項関係)

〔別添 17- 2〕

補助事業実績の概要 (平成 16年度補助事業期 間 平成 16年 9月 10日～平成 1,7年 3月 31日)

京都大学の｢自由の学風 ｣のもとで相互研修型FI)活動を全学レベルで組織化することを目標 に､本年度は

工学部の教育改善のために公開授業､教育効果調査､遠隔授業の三領域で本格的な準備を行い､部分的に

は活動を実施した｡

(1)公 開授業プロジェクトとして､｢薬学部 公開授業 ◎検討会｣(10/4)､｢工学部 公開授業 中検討会｣(12/1)､

｢経済学部 公開授業 ◎検討会｣(12/7)､｢高等教育研究開発推進センター公開実験授業 ◎検討会｣(且2/13)､

｢工学部授業参観｣(1月 1)を行った｡本プロジェクトについてはこれまで主として公開授業を行ってきた工学部の

みならず､その枠を越え全学レベル-と活動範囲を拡大した｡

(2)授業アンケートプロジェクトとして､京都大学工学部の3学科を対象に､カリキュラム改善 ◎授業改善を目的と

した授業アンケートを実施した｡本授業アンケートには､京都大学の理念や学風に適合した調査内容を模索しつ

つ､教員 ◎学生の｢授業観｣｢教育観｣｢学習観｣を項 目に反映させる工夫をするなど､新たに項 目を開発した｡

同時に､本学工学部の教育効果を評価するため､卒業研 究調査プロジェクトとして､京都大学工学部で卒業

研 究を実施 中の学生全員を対象にアンケート調査を行った｡本学工学部では基礎科 目を重視し､近年導入さ

れることの多い創成型科 目は敢えて取り入れず､4年次の卒業研究においてその期待される成果をカバ-できる

として従来通りのカリキュラムを編成している｡調査内容は､卒業研究の実施状態､卒業研究は何 に役 立つか､

専門科 目⑳全学共通科 目についてなどであった｡

(3)遠 隔授業プロジェクトでは､TA研修実施 に向けて現状の問題点を抽 出するため､実際に行われている遠隔

授業の見学 ◎分析を行った(12/月7､『無機個体化学』)｡工学部のキャンパス移転に伴う本部地区と桂地 区を結

ぶ遠隔授業については､その実施 に当たりTAの役割が重要であることを指摘してきたが､現状のTAについての

研究会 (2/23)を行った｡

(4)授業改善の共同体の組織化をはかるべく､全国規模の教育改善集会として､｢大学教育研究フォーラム｣を

実施した(3/22◎23)｡

補助事業 に係る具体的な成果

(1)公 開授業 ◎検討会プロジェクトでは､授業を担 当した教員やプアカルテイメンバ-がそれぞれ自分に合った仕

方で授業に関する知見を広く深く獲得し､相互研修を重視したFmの機会となった｡

(2)授業アンケートプロジェクトについては､今年度は各教員 ◎各学科-の授業アンケート結果のフィードバック､

およびアンケート結果と簡単な分析を記載した速報版を刊行した｡これらは､各教員の授業改善および学科の自

己点検 ◎評価 に役立てられている｡成績とのマージによる本格的な分析 については､次年度に本報告書を刊行

する｡また､来年度も引き続き工学部において授業アンケ-トを実施する予定で､アンケート結果は教員 ⑳学生を

含むAcademicLearningCommunity形成のツールとして活用される｡卒業研 究調査プロジェクトにおいても来年

度に結果を分析し､工学部のカリキュラム改善につなげる｡

(3)遠 隔授業プロジェクトでは､上述した遠隔授業の見学 ◎分析および研 究会を通じて､教員やTAなどのどのよ

うなアレンジメントが受講学生に対する動機づけに結びつくか等､来年度に向けての知見が抽出された｡

(4)雇用した事務補佐員､教務補佐員は､上記 (1)～(3)のプロジェクトを中心に本事業に貢献した｡

(5)このほか､Webサイト｢大学授業ネットワーク｣を通じて､特徴的な授業の内容 申方法や動画による授業風景な

どの情報を提供することにより､FDネットワーク化のツ-ルとして利用できるようにしている｡｢大学教育研 究フォ-

ラム｣も､授業の典型事例の抽 出に有効に機能している｡

(注)交付 申請書の ｢補助事業の 目的｣､ ｢本年度の補助事業実施計画｣ と対応 させて分か りやす く

記入す ること｡
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平 成 且 冒年 度 大 学 改 革 推 進 等 補 助 金 (大 学 改 革 推 進 事 業 ) 調 書

※ 本調書は､平成 且7年度大学改革推進等補助金 (大学改革推進事業)の交付 (内定)を行 うにあたり参考とするた
めに提出していただくものであり

i.大学等名/設置者名

2｡プログラム名称

3.事業名称

4.選定年度

5.事業推進代表者/
事業推進責任者

6B事務担当者

､他の提出資料における記載事項との整合性にも留意して記入してください｡

京都大学

特色ある大学教育支援プログラム

相互研修型野田の組織化による教育改善

平成 且6年度

(所属部局 ◎職名 昏氏名)
高等教育研究開発推進センター 高等教育教授システム研究開発部門
教授 ◎部門長
田中 毎実
(事務担当者の所属部局 ◎職名) 学生部教務課 ◎教務課長
(事務担当者名) 金子 馨

7｡補助事業の目的 ◎必要性
(i)全体

現在､わが国の 野E3は､教授法や評価法などを一律に伝達する ｢啓蒙型｣(第 瓦斯)から､各大学 ◎学部の教育当
事者が自分たちのローカルな現場性に根ざして自分たち自身で組織する ｢相互研修型｣(第Ⅱ期)-と移行 しつつあ
る｡京都大学ではこれまで､｢自由の学風｣のもとさまざまな自生的 厨EB活動が展開され､これらを支援するシステ
ムも本センターを中核として構築されてきた.このような全学的 FEB体制をより一層実質化すること､すなわち相互
研修型 野D活動を促進し､同時にこれらを不断に評価し改善していく支援システムをより内容のあるものにすること
が､本事業の目的である｡さしあたってまず､本学の最大学部であり､相互研修型 FIDの活動実績があり､遠隔教育
の必要性を抱えている工学部との連携に重点を置く｡具体的には､工学部の遠隔教育の援助､公開授業 ℡検討会の実
施､授業評価 ◎卒業研究調査などを通じて､工学部の 野33活動と教育改善 (授業改善 ◎カリキュラム改善)を多様な
側面から支援し､こうした活動を通じて､相互研修型 欝33活動-の支援システムの成熟をもめざす｡この取組は､徐
々に工学部の枠を超えて全学-と拡張される｡本事業は､野EB第Ⅱ期のわが国の大学教育に対して､具体的実践モデ
ルを提示するものとなるはずである｡
(2)本年度
まず､工学部との連携として､前年度の事業 (授業アンケー ト､卒業研究調査､公開授業 ◎検討会)を継続 ◎拡大
するとともに､その結果の分析にもとづく授業改善◎カリキュラム改善の支援に本格的に着手する｡また､遠隔授業
について教授法 ◎評価 ⑳TA研修などの諸局面で支援を行 う｡一方､工学部から全学のFE3-の拡張の第一歩として､
教育的業務に携わる大学院生 (TA など)の研修に取り組む｡彼らの研修は､将来の大学教員のための事前研修とな
るとともに､京都大学の教育改革を最も学生に近いボ トムから進めていくという両方の意味をもつものである｡

8.本年度の補助事業実施計画

2005年嫁～ 旦2月 工学部遠隔授業の参観と分析
公開授業 ◎検討会､公開研究会の実施 (ほぼ 且ヶ月に及回の割合で計 6回)

6月 『特色 GP報告書』第 息号の作成と刊行一授業アンケー トおよび卒業研究調査の結果と分析
6月下旬 工学部 FDシンポジウム ｢授業アンケー トと卒業研究調査をどう教育改善に生かすか(仮)｣
7月率～下旬 工学部授業アンケー ト実施 (前期分)
8月鴇日 ｢大学院生のための大学教育実践講座｣(拡大TA研修)
8◎9月 スペイン ⑳セビリヤ他での実地調査および情報交流 ◎資料収集
且0月 香川大学での実地調査および情報交流 ◎資料収集
且且月 大学教育学会課題研究集会での実地調査および情報交流 ◎資料収集

2006年 及月中～下旬 工学部授業アンケー ト実施 (後期分)
2月中旬～3月上旬 工学部卒業研究調査実施
3月 大学教育研究フォーラムの開催

9,補助事業から得られる成果

(ア)授業アンケー ト:記名式にすることで､成績との相関の分析や､ある学生の科目間の比較 ◎追跡調査などが行

える｡これによって､教育の質を､満足度と達成度の両面から (両者の関係も含めて)､把握することができる｡ ま
た､学生のあげたキーワー ド等の分析を各教員に依頼することで教育改善に教員をまきこむとともに､結果について
教員 ◎学生がシンポジウムで議論することによって､学生も含んだ『ED共同体の形成を促すことができる.
(守)卒業研究調査 :卒業研究に比重をおいた創成型教育の効果を検証するとともに､3年生までの教育に動機や見
通しの形成の機能をもたせるための､創成科目に代わる方法を提案できる｡
(ラ)拡大 TA研修 :制度化された TAだけでなく､それ以外の院生をも対象とすることで､上回生が下級生に対し
て果たす教育的機能を正当に評価し､さらに支援する｡ 京都大学の教育改革を､部局の枠をこえて､最も学生に近い
ボ トムから進めていくことができる｡
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且0.選定取組の概要
京都大学では､全学レベル､部局レベル､教員個人レベルで FD活動が行われてきている. 高等教育研究開発推
進センタ- ◎高等教育教授システム研究開発部門 (旧高等教育教享受システム開発センター｡平成 6年 6月設立､平
成 且5年 各月拡大改組)は､こうした 『D活動の多くに関与してきたが､なかでも中心的な取組は､以下のような教
員個々人の自発的参加による相互研修型プログラムの企画 ◎実施にあった｡
①授業公開 砂参観による授業改善 (公開実験授業､学部公開授業など)
②ネットワーク化 (大学授業ネットワ-ク､｢あさがお｣ML⑳｢ひまわり｣ネットワーク､海外のセンターとの
連携など)
③研究成果の公開と交流 (公開研究会､大学教育改革フォ-ラム､大学教育研究集会など)
しかし､教員個々人の相互研修だけでは､なかなか点から線､面に広げていくことはむずかしい｡一方､外部評価
の導入などで､組織単位のカリキュラム改善 ◎授業改善が求められるようになってきた.そこで､相互研修型 『Dを
組織化していくための第一歩とし て､工学部の教育改善を支援し､それを通じて rFD 支援システム｣の構築をめざ
すことを､本取組の事業の前半の 中心にすえることにした｡
本取組の事業の後半では､工 学 部との連携のなかで作られた rFD 支援システム｣をもとに､各部局の固有性 ◎特
殊性にもとづきながら相互研修 型 FyBを全学的に組織化していくこと､また､そのなかで FD支援システムを再構築
していくことをめざしている｡ さらに､その成果を大学教育の共有財産にしていくために､オンライン ◎ネットワー
クを整備するとともに､公開研究会 ◎フォーラムなど直接交流 ◎議論しあう場も充実させていく｡
本取組を通じて､私たちのミッション一一(a)京都大学の教育､とりわけ学士課程教育の改善を支援すること､(毎)
全国の大学教育実践研究の拠点 (シンクタンク)になる一一を果たしていきたいと考えているO

且且,補助事業の内容

◇平成 恩6年度
①授業アンケー ト:工学部の3学科 (電気電子､地球工学､建築)の且～4年のすべての講義科目 (全学共通科目
を含む)を対象に､本年度後期に授業アンケ- トを実施｡内容は4段階評定の質問項目 (30項目)と自由記述項目
からなるが､特に ｢重要であると思った概念 ◎理論 ◎キ-ワー ドなどを5つあげ､その理解度を自己評価させる｣の
は今までにない試みである｡また､記名式にすることで､成績との相関の分析や､ある学生の科目間の比較 ⑳追跡調
査などが行えるようにした｡
②卒業研究調査 :国立大学の工学系学部では近年､｢創成科目｣による教育改善が導入されているが､東都大学で
は､むしろ基礎教育に力を入れ､創成型教育は4年次に卒業研究などで行うカリキュラムを編成しているo質問紙調
査を通じて､こうしたカリキュラムの効果を評価し､カリキュラム改善につなげるのが本活動の目的である｡調査は､
4時点 (学部 丑年､4年､修士2年､30歳)を予定しており､平成 且6年度は､卒業研究を行ったばかりの学部魂年
生を対象に､卒業研究の実施状況､有用性､工学部授業科目との関連､進路､キャンパス移転の影響などについて調
査を進めている｡
③公開授業 ◎検討会 :工学部で2回､薬学部､経済学部で各1回､全学共通科目で3回､実施した｡各学部の教員
とセンタースタッフとの協働によって､各学部のカリキュラム ◎授業の現状と課題の固有性とそれにもとづく教育改
善のあり方が検討された｡とりわけ､薬学部では､新任教員研修として位置づけられ､公開授業 ⑳検討会の新任教員
研修としての有効性が確認できた｡
◇平成 且7年度
①授業アンケ- ト:授業アンケ- トの結果やそれと成績との相関についてはセンタ-スタッフが分析する｡一方､
学生のあげたキ-ワー ド等の分析については､各授業担当教員に依頼することとし､それによって授業アンケー ト結
果にもとづく授業改善に教員を巻き込む回路を確保する.この両方の結果については 『特色G㌘報告書』第且号にお
いて報告し､それにもとづいて今後の教育改善のあり方を議論しあう教員 ⑳学生参加のFDシンポジウムを開催する｡
また､本年度はアンケー トの実施対象を､3学科- 6学科 (全学科)､後期のみ-前 ◎後期に拡大する｡
②卒業研究調査 :前年度の調査結果を分析し､『特色 GP報告書』第1号において報告し､上記のシンポジウムで
の議論の素材とする｡また､本年度は調査対象を､4年生-修士課程在学生に拡大する｡｢修士論文作成や大学院に
おける研究にとってどういう意味があったか｣を含め､より多面的に卒業研究の効果を検証する｡一方で､3年生ま
での教育において､創成科目に期待されているような動機や見通しの形成がはかられているのかも検討の対象とする｡
これは③とのタイアップで行う｡
③公開授業 ◎検討会 :前年度と同じく､ほぼ一月に 漫回の割合で計6回実施する.工学部､全学共通科目の他､ま
だ実施されていない学部での開催を予定している｡前年度の授業参観で､工学部の低学年向け授業の率に導入教育と
ア-リ- 申エクスポ-ジャ-の機能をもつものがあることがわかったので､そうした授業を参観対象にすることで､
創成科目的な機能がどう代替されているのかも検討していきたい｡
④遠隔教育の支援 :すでに開始されている､桂キャンパス ⑳吉田キャンパスを結ぶ遠隔講義において､授業参観や
授業評価を通して､教育効果の高い配信映像やコンテンツの開発研究､遠隔教育が有効に機能するための TA研修の
あり方､諸々の教育環境の整備などを行う｡
⑤拡大 TA研修 :京都大学では､制度化された TAだけでなく､大学院生が学生の教育に一定の役割を果たしてい
る｡そうした大学院生を対象に､大学教育の現状､レポ- ト評価 ◎遠隔授業 ◎学生指導などに関する研修 (講演とワ
ークショップ)を行うO彼らの研修は､将来の大学教員のための事前研修となるとともに､京都大学の教育改革を最
も学生に近いボトムから進めていくという両方の意味をもつものである｡
◇平成 且8年度以降
①～④を継続するとともに､⑤を足がかりにして､工学部との連携のなかで作られた FD支援システムをもとに､
各部局の固有性 ◎特殊性にもとづきながら相互研修型 FEBを全学的に組織化する｡ それを通して､FD支援システム
のさらなる充実をはかる｡
なお､ネットワーク化､および研究成果の公開と交流については具体的に論じられなかったが､上記の成果を大学
教育の共有財産にしていくための努力は引き続き行っていく予定である｡ とりわけ､オンライン ◎ネットワークの整
備にこれまで以上の力を注ぎたい｡
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様式 9 (第 11条第 且項関係) (記入例 1)

年 月 日

大学等の設置者(名 称)国立大学法人京都大学

(所 在 地)(代表者名)京都府京都市左京区吉田本町36番地且学長 尾池 和夫

文部科学大臣 殿

平成 乱7年度大学改革推進等補助金(大 学 改革推 進 事 業)実績 報 告 書

プログラム名称(選定年度)特色ある大学教育支援プログラム (平成 且6年度)

事 業 名 称 相互研修型Fmの組織化による教育改善

補 助 事 業 の 実 績 等

補 助 事 業 実 施 期 間

別紙のとお り

平成 丑7年4月 且日 ～ 平成 乱8年 3月3且日

事業推進担 当者

事業推進代表者

事業推進責任者

氏 名

尾池 和夫

田中 毎実

所 属 ⑳職 名

学長

高等教育研究開発推進センター最

高等 教育教授システム研究開発部門 ◎教授

会 計 事 務 担 当者 名 所 属 ◎職 名

佐 賀 祐 次 郎 共通教育推進部共通教育推進課

経理 ◎施設管理グループ

副グループ長

連 絡 先 (電話番号､FAX番号､e-mai且ア ドレス)
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二= =

様 式 9 (第 乱 且条 第 且項 関 係 )

補 助 事 業 の実 績

(別 紙 且)

京都大学の ｢自由の学風｣のもとで相互研修型Fm活動を全学レベルで組織化することを目標 に､本年度 は公 開
授業 ⑳検討会/公開研究会､教育効果調査､大学院生研修の三領域で本格的な準備⑳活動を行 った｡

①公開授業 昏検討会､公開研究会プロジェクトとして､｢工学部 公開授業⑳検討会 (且0/20)｣ ｢農学部 公 開授業 ◎
検討会 (且2/描)｣｢センター公開実験授業 ⑳検討会 (5/23､6/20､且且/7､損/28､且2/19)｣｢公開研 究会 (4/且6､7/23(GP
の活動報告)､且2/且7､且/且4)｣を行った｡本プロジェク トにおいては､工学部のみならず､農学部 に轟いて も公開授
業 ◎検討会を行い､全学レベル-と活動範囲を拡大した｡
②授業アンケー トプロジェクトとして､本年度は京都大学工学部の前年度3学科から全学科6学科- と対象 を拡大
し､前期と後期の2度に分けて､カリキュラム改善 ◎授業改善を目的とした授業アンケ-トを実施 した｡本授業ア
ンケー トには､京都大学の理念や学風に適合した調査内容を模索しつつ､教員⑳学生の ｢授業観｣ ｢教育観｣ ｢学習
観｣を項目に反映させる工夫をするなど､前年度の反省も踏まえ新たに項目を吟味◎精選した｡
また､本学工学部の教育効果を評価するため､2004年度に実施された卒業研究調査プロジェク トについてはも本
年度はアンケ- トから得られたデータの学科間比較などの詳細な分析を行い､6月に報告書を刊行 している｡同時にも
次年度に実施予定の修士 2回生-の追跡調査-の準備を進めている｡
さらにb両プロジェクトの成果を工学部にフイ- ドバッタする機会として､｢第 且回 工学部教育 シンポジウム
(且2/且6)｣を工学部と本センタ-の共催で実施 した｡
③本年度の新たな取り組みとして､｢大学院生のための教育実践講座 (8/4)｣を開催した.大学院生の研修 を行 うこ
とは､将来の大学教員のための事前研修となるとともに､京都大学の教育改革を最も学生に近いボ トムか ら進 めて
いくという2つの巨摘勺◎意義を担っている｡さらに､この実践に基づき ｢第2回8大学工学系博士学生 フォ- ラム
(且2/且2)｣においても成果が報告されている｡
④授業改善の共同体の組織化を図るべく､全国規模の教育改善集会として､｢第 Ⅲ 回 大学教育研究 フォー ラム
(3/27⑳28)｣を実施 した｡

⑤上記④より優れた発表を取り上げ､webサイ ト ｢大学授業ネットワ-夕｣を通じて､特徴的な授業の内容 ◎方法や
動画による授業風景などの情報を提供している｡
⑥前年度と上述した本年度の特色GPの活動の取り組みをまとめたものとして､｢平成且6年度採択特色 GP報告書 相
互研修型 FDの組織化による教育改善2004-2005｣を作成⑳刊行した (3/3且)0

補 助 事 業 に係 る具 体 的 な成 果

①公開授業 ⑳検討会プロジェクトでは､授業を担当した教員やプアカルテイメンバ-がそれぞれ 白餅 こ合 った仕方
で授業に関する知見を広く深く獲得し､相互研修を重視したFDの機会となった｡また､公開研究会 においてほ､当
センタ-の活動報告の場を持っことや外部講師の研究⑳情報に触れることによっても､内外の教員の相互研修型 FD
活動の機会を得ることが可能となった｡これらの知見は参加者それぞれの仕方で学生教育に還元 され る｡全学 レベ
ル-の展開は､各部局の自生的なFEB活動支援を促進するための契機の一つとなっている｡
②授業アンケー トプロジェクトについては､本年度は対象学科の拡大､前◎後期の実施により､工学部のカ リキュ
ラム改善 ⑳授業改善活動におけるの継続的な連携体制を構築できた｡2004年度後期と2005年度前期分の調査結果は
前述⑥の報告書に掲載されているが､上記実績②に挙げた項目の分析や､記名式にすることや成績デ- タ とマ ッチ
ングさせること､重要なキ-ワ- ドを書かせることを通じて､単なる自己評価◎点検報告書の資料 としてではなく､
教員 ◎学生ともに自らの教育-の関わりの在り方を問い直す契機を提供し得た｡また､アンケー トの結果 を工学部
の教員にシンポジウムという形でブイ-ドバッタしたことで､評価リテラシ-の向上や授業の工夫についての情報
交換､カリキュラム改善の課題の共有などを通した教育改善を促す一助となった｡
③大学院生研修については､全国で初の試みという意味でも､教育面で社会的応答責任を果たそ うとす る活動であ

った｡また､全研究科を対象としていることからも､上記塞塵塵に挙げた目的⑳意義を踏まえて継続的に実施す る
ことで､将来的に全学的な教育改善活動の一助となり得る｡本講座では､複数のグル-プ討論 ､ ミニ講義､ボデ ィ
-ワ-タ､全体討論と計 8つのセッションが設けられ､最後には総長名の修了証を授阜するな ど教育業績の一環 と
して位置づけるよう配慮された｡本講座には､博士前期◎後期課程計36名の大学院生が参加し､彼 らか らほ高い満
足度が得 られた (5段階で後.40)0
⑥大学教育研究フォ-ラムは､全国の大学から毎年 500孝ぎ前後の参加者が集い､個人研究発表や′J､講演､企画 シン
ポジウムなどを通して､教員の資質向上や善愛業の典型事例の抽出に有効に機能している｡
⑤webサイ ト ｢大学授業ネットワ-夕｣は､FDネットワ-ク化のツ-ルとして利周することが可能 となっている｡
国内より月平均約 五50のアクセスがあり､教員の授業改善の参照ツ←ルとして学生教育に浩か されている｡
⑥ ｢平成 且6年度採択特色GP報告書 相互研修型FDの組織化による教育改善2004-2005｣は､全国の関係機 関や本
学工学部教員など-発送した｡特に後者では､授業アンケ-トおよび卒業研究調査の分析デー タのフィー ドバ ック
の役割を果たしており､②に挙げたシンポジウムとも併せて工学部教員の授業改善ツ-ルとして有効 に機能 してい
る｡

(注 )交付申請書の ｢補助事業の田的 ⑳必要性｣句 ｢本年度の補助事業実 施 計 画 ｣ と 対 応

させ て分か り易 く記入す る こと｡
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平 成 謂 8辱 魔 東 学 改 革 経 進 等 補 助 金 藍東 学 改 案 経 遮 事 業 ∋ 調 書

頂.東学等名/設置著名

.≡.rf=:._-でラTiT:亮

3.事業名称

京都東学 / 国立東学法泉京都東学

鴇色ある東学教育支援プm伊ラム

細萱研修型『粉砕組織化による教育改善

塾.選定年度

5.事業経進代表者/

事業経進責任者

軍成頂6年度

(所属部尾 田職名屈氏名)

事業経進代表者 学長 尾池 和義

事業絶進責任者 高等教育研究開発経進庖S櫓- 高等教育教授か鼠テム研究開発部門

教授 を部門長 田中 轟案

6.事務担当者

童担当

(所属部局 申職名 田氏名)

学生部教務課教務掛長 野悶 照徳

貰….蓬当

学生部教務課教務掛 増昇 -霧

∴ 票電子責ll::=-/:I:.:.苦-要.(:-::-:.こ辛:;汁::I)

･''平.:-,i'{.I.75二T-I烹Ti::-轟:･毛It.:･::亭:十二:草薮膏::-,:,章二J辛∴pナチ.I/.It'鳶葦室ナ::;-=二三三:?ipi:運=S.=膵'J:Il:莞薄='::::zH-Ir_-:I,三i;:I:Lil.:I;育ち:'･iLt-∴ま､､巽-i-I=･T･:,.-;:.::学二三字､∴て童三

研修型『随活動を活性化凄健も全学的に組織化』ようとする取鰻習ある0㌢由由翰学風｣を理念起する京都東学漕ぎ蔑%≡れま竃も部履ご

I:.I:二蓋主音三f::｢｢ミ芋計さミ-3.竿主二十 各室;.:真意 二二r:=''二王三ミキ軒モ活≡:.jl:i一字:-i-:/十一･一7L:.･キr':･二.+;t･:i:-::･I.::/:二を-:-:ニOだ･:::早.､モ;･;-:;.:I,ii=:三‥∴二言葺連で

十∴ここ至言軒至宝妄;:::I:i::･::::-;:.=':義臣･;:I,Tit.-r吾･三㌦ I:r:+l=L烹::≡-･:-I:.,:･下-:-:な二十十二chI:.I::.羊誉--:∴きIl=<;:..'f:ご一軒=tT,'.-1等･.i′p/.,≡:十字等圭I.;-;壱二二学部.::=某責二二こ了-:i､､軍

部教寓改革を支援広 岡時に支援か鼠奇麗を構築する≡とをめざす.骨』竃さらにもそ鈎成果を義､まえながらも他翰部局-と連携を広げ

壱二･iL::二･,;:/_:T:..亭主菩｢王寺;tt:I.:.i..二言ギ二∵緒.::;:二ir::魔!-:聖:iI":r･:室亨工･土産三~二幸:iI::::-i:!'ニiq:I-:::I:,I;二二･主計き.i,.1'.･-蕾を黒･:lit…室せ藍.｡

8.補助事業め目約百感要性

(頂)全体

貰三∴･Tpit'':≡.:-:'二相＼'･ニー∴:-::il::･頭'･'.:='.i:-11挙;i:I;-1~窯::.I-:-:ごモー-;L_:::-萱-･':::::;I_llIp.:-烹-i.'dモ｢を安室..こ(英二:‡て)十王､冬T.'':二軍｢学三二l:I.(+:･二教書きまキ;.7T.ミ主,:::-_;::I-:a･=.ここ1

～-1--.::''_-:て::‡･菩:::f=7:呈二をミざ二､二三十七二三､室長:_i:･l:-:LT::'t;lil:吾∴モ:-.:IIi:::圭1:.:.:.1寺.,3-:'二=(半.TI.Il.iIl:.:ド,､～･整LI:--::'t:::･青二二､二:ミ::::｡i:I;'･･::r=;::iTI.:Yここ羊二さ二上宝二亨薫買主::I.-I+:Iきた

萱二-I.:I.::.:.?.二二､:..:露等工-'lIT一二十･､∴予･:I:.ミミ吏■了:～:J藍･,.;I.:二一二二.:;ih.,･rr.?,､∴工十:､-二冬字号予王事.__∴‥二∴-:‥:=1-FI_:tl:-I:･隆蔓.i:A:'TJ.::･;=賢::章∴三宝｣二∵･･':こi=､そ

二､I:=I･':I::-:T::葦:-::.二こ∴モ春希手芸二二~.I､二二二でt∴二言誉誉′I.こ≡‡~工､.で予さ.≡.,宝r;I-iIL･.;-"二二号il三{:'LT菩iIl-蔓草Tl:-'':lI.-;･･キ諜~;rl;.i-,-:華萱.--I-′■コ=::::.I.:ti.;きミ･_'T＼童笑 五男

蓬≒:I--;･･:I-::葦.溝I-T･話三㌢;-:.i:,;.L･.:-::.I,･烹二二 二撃宇二､∴-=Z.圭三洋:.1言1亨工学 (某喜室工事十∴~二二二ユ:二~::::I:-こ替､:モ:多lIi,毒字ミ;:≡十三-1=:Lf;f':.I:.蔓∴ 苦学:Il工事ヨ

.7::,"二王京-,i-::塗:rミ誓い 誉-･il.:憲二了二千∴言･'=-I:?A_.I..i..築Lを二工･::三戸ナC十干∵~二王∴∵ニー_率キ茸二~､､固::ir=:-I:L塗=贋､言.･i:.-::FIT/:_:･k∴㍉モ∴二手'+_{･.'i:手許を三二二軍:/I..:i::I:I,I_I.?::;蔓.

‥了::.工O言霊エ工 ●ここ,二'.i-.:=fll二二二寺三･.̀､∵.L-::-{･::'TT等きて_p∴宰;:::ii:淳二アヤ∵二∴L--r-I:I.'･'::-":I:デ∴J,:A:.:宣言子ナチこLi-.l':･･J_宣I-il:':p:::ll:宰こ＼圭｡

(盟)本革魔

王●誉:∴二軍手工∴喜:こ,.'-:,li二∴一㌦∵芋.[:::/:/ご-~∴一主三手工∴二二懐鳶を ∴業主:':,腐,.∴..ニLLTli_:-菜こ;I_:.:i:;調主な二-+モチ≒l:i;LIT:･--,vf/･..:ミ､.-;.:;I/i:-I-.烹:I:::.I:::...::･訓.1十

千′二!i-1i:':1･:1,;ミ三∴--II.二l･.A-･i=:Iト''71'.三二-I::二烹･ご圭登美‡妾一･'::.'∴~∴∴∴こき_言~･::章二二三.二･モ~､:-I･J･l::T玉章･:I.･T､::･.了二㌦ ∴∴二1-:'･:;･::Ift宝･･Jhct･--yさ.I-:.･半宝=:::-:-､:i,会

キ二･デー~一･-＼､∴tIL:::I.i:l･,!･?A:･キIf;L,::i-:∴::二:::::に.ミ三:Lや言音詩き'ここキ･-::十~~辛､善i:lt:.:I:;て‥.:藩:-I-Tこ~:/.･､I-'It:I.::::;-:-I:.,::i･I.:--_I-~､ニー.:::I-音二号:･言ナ羊,l':I-.::I.:.真二､･た::I.',●千草手薄藩士

:~:;PT:;i:H:/i::∴::"I:･;?,:T:T三二∴二幸:I.+:T奪Ii.tItT,一文を薫キ∴学長二::::lこ∴ニ::-:二㌦一十}.∴三三二了∴∴∴二∴一:,::L∴工:ノ~烹㌍III-I.:-t--ニ工･/辛:こ÷｡
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9.本年度鈎補助事業実施計画

① 卑属-頂屑 公開授業昏検討会旬公開研究会翰実施 (授業期間中ほぼ頂蟹屑g≡頂囲鈎割合習計6回)

② 6屑 ポ捗睦粛捗習碍実地調査および情報交流団資欝朝農薬

③ 6周 東学教育学会習碍情報交流昏資料収集

(○ :I:-斗 ＼~十 ::"-:.I:;+::-:杏:I:::::-I.Z:圭∴~'･∴･Ht:.i.:･=喜:油:.ぐ;.,-:I:Il;-::-=l工､I'･､∴:･:::Ll.∴･:A:5T:･･j

(9 8屑塾田 『東学院生翰ため鈎東学教育実践講座｣碍開催

(∋ ∴･､､主. :.,p:･..:I: ";'l･.:::t∴',tt:∵:i:∵草出演∴ ､‥幸二圭斗二●ぎ二:空車

⑦ M屑 東学教育学会課題研究集会習鈎本取組鈎発表お基調蘭報支流窃資料収集

Gトニー十 ;､幸二汗∴十l;';瀕車∵､一?:'＼~弓 ::I:I;:=l'':ii'
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⑬ ∴lf::::-:江上･･･.㍗ -:.:.･.:,;二､:---i:'･詩藻:-:ギ-,.:':''_:･･立坪主了:I.･pIl.=主立

(○ 工::-I;早-.二言章∵手放害I'･=:i:.:-;'-:言㍉.十 一∴∴∵_::FI.I.,:;.催

⑫ 詔屑 『緒亀暖国報告書』第轟考碍搾底と予胴膏

∴ ::I::;:[毒.::;｣貴書r1.1=:I:十:Lf･':,:I
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(○ 轟音甘さ.:工r;rI,.I:･L二昔与守､∴里芋∴･､.･t:'･l十十∵孝::･:喜:I:･､∴.:;∴十等∴･:::-:I:: ∴二.0L'∴ ∴∴ 十;i.:.:../こ:二､∴;十二∴ ､一･十∵-ll:.:.T:.I‥･::.N.:/I.I:I-:
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認された｡本年度憶もそれら⑳学生が修ま論文研究を終嘗』た時点習%あらため竃質問紙調査を実施する≡藍習句卒業研究鈎意義旬京都

東学豊学部のか』卑見うぬ鈎有効性を検証する.
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させ､さらなる充実を図る｡

⑫ 今年度◎本取組の成果 (童闇愛業欝お餅-転句院生研修)をまとめ句学内および外部者≡向け竃発信するO

頂頂.補助事業から得られる具体的な成果

① ヂおケ-巨と連動させる≡とでも学生碍夢を生か』た授業改善碍支援が習きる.

② 翁斗:,/'･:豆と地調査に｡いさニ;薄瀧巨式喜pj,･!.?惇舘符号で三…t<き,-:･:･r圭ヰ 仁 f:;g･.:-.I:ALL:畜L::Il.:.･･鳶 ･こ∵･･.I:-主∴∴十二一昔･ ･'-'･∴∴寺.'-tIl.::i,:-工∴L∴一･十掌;,-::::･;:;ミL'･.

集を行いも本取組に還流させる.
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管 あ る ｡ 窓 た ち 教 育 に 関 9鮎 を も 43東 学 院 生 ぎ う 』が % 研 究 科 肇 専 攻 騎壁を≡免竃交流習きる起いう効果もある.参加者に臆も履歴書等鞠
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期的に改善しつつ継続す戒き研修と位置づけている｡

⑥ ②に同じO大学数常軌 そ碍背景となる文化雷社会の率での有効性を確認する感要があり､田本でも情報の得華すい英楽などとは異

なる独鴨の社会斑文化的背景 (ラテン系､英仏2劫国語使岡も学業競争が緩華かなぎ)碍管でめ東学教育の動向についで実地に調査を進

めることで句英米等鈎東学とは異なる試みなぎで田本鞄文脈に照ら』等参考にす戎き意を浮き彫りにする≡とがぞきるO

⑦ ③に同じ0時に句課題繭究集会では､課題研究の発表恩言餅 が中心起なるためも本取組に4%亀竃交流』､南勢するため碍よい機会と

なるo

e)碁llIl:瑛二;I:･,辛-t∴.I:､詣=i=菜卓も萱だ･手:漬菜て葦餞i''･.摩=･!.:,I:膚菜宣言寅みとも-:'=め.JT:..軍手;'':;II:.-テLA:f-'ti:ノ･一一-二筈二宮豆.I･31.･･;･7/:き｡-ま711::...:亭主二三;:緒違

得でいる科目にd跳馬貰､当事者に授業の三条を語っでもらうこと習､他の教員も授業改善釣手がかりが得られるoまたも学科間健闘-料

目名釣授業間の比較翰結果を知る三とにより､東リキュラム改善に向け竃碍課題が共有される.

(3)'ij.L=;=i=:冒,こ｡訂芸預三宝草書に手空き-:::iif,き､治美預三宝軍書に/-=･∴~:A:_:=至芸｢二二一･-一一∴を･,:寺子ことp=:.-:'､よ羊:_;~I.配宝二雫寺至･喜:二･~Tl.':二軍葦-;I:;-･I

等l::∴:;キニラ､.読:tI善:7::･::?=･めJ:･':チ--十さミ韓t.i..::,/It,｡

⑩ 国立東学の芝草系学部では近年も｢創成観軌 による教育改善が導泉されているがも京都東学で富まもむ』ろ基礎教育にカを免れも創

成型教育は確年次に卒業研究な歴で行惑劾gjキ且うぬを編成』竃折るO卒業研究調査はそめような劫E3キ皿ラム碍有効性を検討するため

碍重要なデ-撃となる｡

⑪ 庵臥 公開研究会には約3｡名句東学教育研究軍オ-ラムには約500名碍参お門者がある｡学会畢海外でめ実地調査とあわせも本取
組の成果を情報発信するとまもにも教育改善､磯お嚢-による支援彰ステム構築などに-3』馬首情報収集を行い句本取組に還流させる｡そ

::I.∴ここ●∴'=.豆霊ft経::I?:/･二､千千つ窯買二･.:A.lt:･::,:lI;寧できる.

e)羊TTでil=i'∴宅r:i:iE.gi/-I::∴云二手十二全章.''･:景;二-3,:Z.二二軍事誉二言一二､芋室:I≡貴会.:=萱:i:･.軒享1-三､｡二亭:I-:3孝::I-i-貴に二-‥∴二;--i.:-:I.‡L,::I:.'::･::.:.十十二＼溝妄言lL::･二･･

十一､∴I/-:書菜一･.TIE.=li･圭宣誓そこ/.:=予T=1-qi.t･∴主立●丁数烹一･::;,:-:-茸∵二二･.:::ニ票一l･こ.､二こ学事;.i::-f=:::''l奉N.:_I:::/.:.鞍.I-_千言:言責撃'.T蔓主薬:L;:こき-･:-:tTTT-::.=;I:L-三二二二::lf｡:3;i?.苔茸

二､二二l::享事業票圭に･:I-I:てこI.-::_､≡;ナ一丁棄苦壬/･T=宣長宣二烹毒すモ｢-=･:.I;_:-,:羊が-:.:_:t･:::モ葦.;:-I,-;､:i.｡宝:'=.∴､.:甘こ菩十TI'=ま..芋L_i:‡･-:.:藩:r葦:名言'-:

′こ窯業::-二.I/:I-I-I/-'･JT:ど.辛だ全章≡巨::.;I::-'=;:::,Jbf:-:里子:･Tl.I:1/::::一㌢∴了涌=-rTi.,1.≡:Tj'::-∴-71∴そこて~窯ミニ奈美三喜首-.'i漕手｡
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様 式 9 (第 乱 且条 第 丑項 関係 ) (別紙 且)

補助事業の実績

①公開授業 国検討会Q公開研究会⑳薬施 :相互研修型 FD活動を全学レベルで組織化するために, 京都大学全
学を対象に,公開実験授業 ◎検討会 (6/5,7/軋 Ⅲ/2且,且2/4),公開研究会 (6/i7,盈0/7,且2/及6) を行ったO
②ポ飽 終潜♂払習⑳実地調査ぬよび情報交流岱資料収集:ポル トガルを訪問し,研究者と情報交流を行った (6月)｡
③東学敬蘭学余暦⑳情報受流 国賓靭収集 :大学教育学会に参加し,他大学 の研究者たちと情報交換を行った｡
④霊学部授業欝お餅- 睦鈎薬施 6前期鎗p頂雷望辱盤対象汗 本年度は,京 都 大学工学部の全学科6学科を対象
に,前期と後期の2度に分けてタカリキュラム改善 ◎授業改善を目的 と した 授業アンケー トを実施した｡対象
学年は,且年生と2年生で,2年生は昨年度からの変化を調べる追跡調 査 と な った｡
㊨ 『来学院盤◎藍め⑬東学教蘭薬践講座』◎開催 :昨年度に続いて,将 来 の 大学教員のための事前研修となる
｢第2回大学院生のための教育実践講座 (8/7)｣を開催した｡

⑥麹牽夢,習宵おラS#鰐習⑳薬飽圃窓および情報交流 窃資料収集 : 海 外 で の FD活動の動向を探るため, カナ
ダのモントリオールにある3つの大学 (マギル大学,モントリオール 大 学 , コンコルディア大学)と, フィン
ランドのオウル大学を訪問し,インタビュー調査を実施した (9月 と 2 月 )｡
⑦東学敏蘭学会課題研究集会習⑳轟取組⑳発表および情報交流 斡資料 収 集 :大学教育学会の課題研 究 集 会にお
いて,これまでの取組を発表し,他大学の研究者と情報交流を行 っ た (掴/25,26)｡
㊨ 『寮監囲霊学部数蘭をS#ポ撃肇息』⑳開催 :④と⑨の工学部授業ア ンケー トの成果を工学部 に フ ィ ー ドバ ッ
クする機会として,｢第2回 工学部教育シンポジウム (且2/且5)｣ を 工 学部と本センターの共催 で 実 施 し た ｡
i'=∴:::.::-:I:秦.I-･=';I.I::/L:-{-:I.∴･- ･-I.:/+I:I::::i:.∵::,_I-I:::I::∴ p二･;/:_二二'-1.L:-/.･;::--H::こせ鞘:;義::
⑩霊学部卒業研究調査⑬薬施 :卒業研究の意義,京都大学工学部のカ リキュラムの有効性を検証するため,2年
前に鴇年生であった学生が修士論文研究を終了した時点で,あらためて質問紙による調査を実施し,追跡調査
とした｡
⑪第 確認固東学敏蘭研究習練-曹息⑳開催 :授業改善の共同体の組織化を図るべく,全国規模の教育改善集会と
して,第 及3回大学教育研究フォーラムを開催した (3/27,28)｡
⑬ 『鴨亀済閤報告審』第線考⑬傍感度畢過行 :本年度の特色GPの活動の取 り組みをまとめたものとして,｢平成
且6年度採択特色G㌘報告書 相互研修型『Dの組織化による教育改善2006｣を作成 申刊行 した (3/30)0

補助事業に係 る具体的な成果

①公開授業 堅検討会,公開研究会⑬薬施 :公開授業 ⑳検討会では,授業を担当した教員やプアカルテイメンバ
-がそれぞれ自分に合った仕方で授業に関する知見を広く深く獲得し,相互研修を重視したFDの機会となっ
た｡またタ公開研究会ではタ当センターの活動報告の場を持っことや他大学の教員の研究 匂情報に触れること
によってタ学内外の教員の相互研修型『EB活動の機会を得ることが可能となった｡
②ポ』』睦粛』kg習⑬楽観調査ぬ遮び情報受流 雷資料収集 :ポル トガルの研究者と情報交流を行いタ本取組のあり
方を検討する手がかりを得た｡あわせてタ研究 ◎実践のネットワークを作ることができた｡
③東学敏蘭学金管⑳情報受流 国費観収集 :大学教育学会に参加し,他大学の研究者たちと情報交換を行 うこと
で,相互研修型訂D活動を広く知ってもらいタ新たな意見や情報を得た｡
④霊学部授業欝S#廓- 睦飼葉施 宅前期館野確固望辱盤謝象∋:本年度はタ2年生を対象に追跡調査も可能となりタ
工学部のカリキュラム改善 ⑳授業改善活動における継続的な連携体制を構築できた｡単なる自己評価 匂点検報
告書の資料としてではなく,教員 ◎学生ともに自らの教育-の関わりの在り方を問い直す契機を提供し得た｡
またタアンケー トの結果を工学部の教員にフィー ドバックしたことで,評価 リテラシーの向上や授業の工夫に
ついての情報交換タカリキュラム改善の課題の共有などを通した教育改善を促す一助となった｡
㊨ 『東学院盤⑳ぬめ⑳東学敬蘭薬践講魔』⑳開催 :全国で初の試みであり,教育面で社会的応答責任を果たそ
うとする活動であった｡複数のグル-プ討論タミニ講義タボディーワ-ク,全体討論と多彩なセッションが設
けられ,最後には総長名の修了証を授与するなど教育業績の一環として位置づけるよう配慮された｡博士前
期◎後期課程計且9名の大学院生が参加し,昨年度の第 1回の実施時より高い満足度が得られた(5段階で4.53)
⑥麹牽蜜甲習琢S#惑S#鰐習⑳実地調査ぬ遮び情報交流 圏資料収餐 :北米とヨーロッパという高等教育の発達し
た国における現在のF欝活動の動向を探ることができた｡海外の事例を参考に,京都大学で相互研修型 FD活
動を全学的に展開していくための有益な情報を得ることができた｡
⑦東学敬蘭学会課題研究集会習翰寒敬鰻⑳発表および情報受流 母資料収集 :大学教育学会の課題研究集会にお
いて,これまでの取組を発表することでタ相互研修型FD活動を広く知ってもらい,新たな意見や情報を得た｡
㊨ 『寮監囲霊学部数蘭を誕ポ撃尊息』⑳開催 :工学部授業アンケー トの成果を工学部教員に広く知ってもらうこ
とができたと同時にタ授業アンケ-トで評価の高かった教員に講演してもらうことで,有益な授業方法とは何
かという点について議論でき,相互研修的FEBの基本となる活動ができた｡
=l:∴:I-二-:~-;::I::I:i-I-:.:;.ly //:-･一一二･●~丁･::轟i:.A::::Il::ii,{'･:二十 L1-7_二::=･ニ_:I-:･J;:-I;lI:-::(lI::･土間憲二.
⑩霊学部卒業研究調査⑳実施 :この調査は年度末に実施したにも関わらずタ多くの回答済みアンケー トを回収
することができた.現在タデータを入力中で,分析に向けての準備を進めている｡
⑮第盈3囲東学教蘭研究習練-雪ぬ◎開催:全国の大学から約 500人の参加者がありタ大学教育学会会長の特別
講演,シンポジウム,ラウンドテーブル,個人口頭発表と多彩な内容が盛 り込まれたoラウンドテーブルでは,
本取組の中間的な発表も行い,相互研修型FD活動について,さまざまな意見や情報を得た｡
⑬ 夢精亀済野報告審』第塾考⑳俸威起筆過行:全国の関係機関や本学工学部教員など-発送した｡特に後者では,
授業アンケートおよび卒業研究調査の分析データのフィードバックの役割を果たしており, ②に挙げたシンポ
ジウムとも併せて工学部教員の授業改善ツールとして有効に機能している｡

(注)交付申請書の ｢補助事業の目的 ⑳必要性｣､ ｢本年度の補助事業実施計画｣と対応させて分かり

易く記入すること｡
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二三 葺三-T~

9.本年度の補助事業実施計画

① 轟屑-1屑 公開授業匂検討会､公開研究会の実施 (授業期間中ほぼ1ケ月に1回の割合で計6回)

② 楓屑-3屑 FD研究検討委員会の活動

③ 5腰 高等教育学会での本取組の発表および情報交流毘資料収集

④ 6周 東学教育学会での本取組碍発表および情報交流野資料収集
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(参 習腰申-華旬 豊学部授業雷お蟹-紅の実施 (前期労も3年生対象)

⑦ 8腰3田 F大学院生gW=めの教育実践講座｣戯開催
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⑨ 頂頂腰 東学教育学会課題研究集会での本取組の発表および情報交流 田資料収集

G)て;I/=I i登,rlt.苫工学悪童害シ二･雫予∴王 I･T琵竃

⑪ 頂周 本取組に-3』馬首碍海外研究者からgB意魔聴取と情緒交流
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① 公開授業田検討会も公開研究会碍実施にお銅管憶も授業期間砕旬ほぼ頂伊腰に1回の害胎 で計6回程度実施するO濫学部も全学共通
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③ 高等教蘭学会にお齢竃も本取組碍成果を外部鞠発信する起起もにもそ≡習得た評価を寒取組に還流さ軌 さらなる充実を図るo
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